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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月24日(2013.1.24)

【公開番号】特開2012-87132(P2012-87132A)
【公開日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2011-253673(P2011-253673)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/201    (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/122    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/06     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/33     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/201   　　　　
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０４Ａ
   Ａ６１Ｋ   9/16    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/122   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  39/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/33    　　　Ｂ
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月26日(2012.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約０．０１ないし約２００ｍｇ／ｋｇのアスタキサンチン、ｗ／ｗベースで約４５％な
いし約６５％の脂肪、およびｗ／ｗベースで約２０％ないし５０％のタンパク質を含む、
オキアミ組成物であって、
　前記脂肪にはω－３脂肪酸残基が含まれる、オキアミ組成物。
【請求項２】
　前記脂肪のω－３脂肪酸含有量がｗ／ｗベースで約１０％ないし約３０％である、請求
項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記脂肪がｗ／ｗベースで約２０％ないし約５０％のリン脂質を含み、前記リン脂質が
ｗ／ｗベースで約６５％を上回るホスファチジルコリンとｗ／ｗベースで約２％ないし１
０％のアルキルアシルホスファチジルコリンとを含む、請求項１または２に記載の組成物
。
【請求項４】
　前記リン脂質がｗ／ｗベースで約１０％未満のエタノールアミンを含む、請求項３に記
載の組成物。
【請求項５】
　前記脂肪がｗ／ｗベースで約４０％ないし約７０％のトリアシルグリセロールを含む、
請求項１ないし４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　約１％未満のコレステロールが含まれる、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記タンパク質は、ｗ／ｗベースで約８％ないし約１４％のロイシンと、ｗ／ｗベース
で約５％ないし１１％のイソロイシンとを含む、請求項１ないし６のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項８】
　ｗ／ｗベースで約１０％ないし約２０％のタンパク質、ｗ／ｗベースで約１５％ないし
約３０％の脂肪、および約０．０１ｍｇ／ｋｇないし約２００ｍｇ／ｋｇのアスタキサン
チンを含む、オキアミ組成物。
【請求項９】
　ｗ／ｗベースで約６５％ないし約７５％のタンパク質（乾物）、ｗ／ｗベースで約１０
％ないし約２５％脂肪（乾物）、および約１ないし約２００ｍｇ／ｋｇのアスタキサンチ
ン（湿量基準）を含む、オキアミミール。
【請求項１０】
　ミールが、乾燥されかつ粘性液で補われるものである、請求項９に記載のオキアミミー
ル。
【請求項１１】
　ミールが蒸気乾燥されている、請求項１０に記載のオキアミミール。
【請求項１２】
　全体で約１５００ｍｇ／ｋｇを上回るエステル化アスタキサンチンを含み、前記エステ
ル化アスタキサンチンが、ｗ／ｗベースで約２５ないし３５％のアスタキサンチンモノエ
ステル、およびｗ／ｗベースで約５０ないし７０％のアスタキサンチンジエステル、なら
びに約２０ｍｇ／ｋｇを上回る遊離アスタキサンチンを含む、オキアミオイル組成物。
【請求項１３】
　ｗ／ｗベースで約３％ないし約１０％のタンパク質、ｗ／ｗベースで約８％ないし約２
０％の乾物、およびｗ／ｗベースで約４％ないし約１０％の脂肪を含む、オキアミ組成物
。
【請求項１４】
　ｗ／ｗベースで５０ないし７５％の脂肪、ｗ／ｗベースで３０ないし５０％のタンパク
質、および１ないし２００ｍｇ／ｋｇのアスタキサンチンを含む、オキアミ凝固物ミール
であって、
　前記脂肪が、脂肪１００ｇあたり１５ないし３０ｇのω－３脂肪酸残基と、脂肪１００
ｇあたり３５ないし６０ｇのホスファチジルコリンとを含む、オキアミ凝固物ミール。
【請求項１５】
　海洋バイオマスを水と混合することで、所定の温度を有する混合物を形成する混合装置
を具備する、海洋バイオマスを処理するシステムであって、
　前記混合物が第１の固相と第１の液相とを有する、システム。
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【請求項１６】
　前記水が加熱されて、前記混合物の前記所定の温度が約５０℃ないし約７０℃である、
請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第１の固相と前記第１の液相とを分離するために、前記混合装置に流体連絡する分
離装置をさらに具備する、請求項１５または請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１の分離装置に流体連絡する第１の加熱部をさらに具備し、
　前記第１の加熱部が所定の温度に前記第１の液相を加熱する、
請求項１５ないし１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記所定の温度が約９５℃ないし約１００℃である、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記混合装置に流体連絡するミクロフィルターをさらに具備し、
　前記液相が前記ミクロフィルターによって保持物相および透過物相に分離される、請求
項１５に記載のシステム。
【請求項２１】
　ｗ／ｗベースで５０ないし７５％の脂肪、ｗ／ｗベースで３０ないし５０％のタンパク
質、および１ないし２００ｍｇ／ｋｇのアスタキサンチン、ならびに１００ｇあたり約１
ｍｇ未満のトリメチルアミン、揮発性窒素または１００ｇあたり１ｇ未満のリソホスファ
チジルコリン、あるいはそれらの組み合わせを含む、オキアミ組成物であって、
　前記脂肪が、脂肪１００ｇあたり１５ｇないし３０ｇのω－３脂肪酸残基と、脂肪１０
０ｇあたり３５ないし６０ｇのホスファチジルコリンとを含む、オキアミ組成物。
【請求項２２】
　海洋バイオマスを処理する方法であって、
　海洋バイオマスと、海洋バイオマスを水と混合することで所定の温度の混合物を形成す
る混合装置とを提供するステップを含み、
　前記混合物が第１の固相と第１の液相とを含む、方法。
【請求項２３】
　前記混合物の所定の温度が約７０℃ないし約７５℃である、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記液相を前記固相から分離するステップ、ならびに
　前記液相を約９０℃ないし約１００℃に加熱してタンパク質およびリン脂質を含む凝固
物を生成するステップ
をさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　海洋バイオマスを処理するシステムであって、
　船と、
　海洋バイオマスを捕獲するように構成された、前記船から牽引することができるトロー
ル網と、
　前記海洋バイオマスを水と混合することで所定の温度を有する混合物を形成する混合装
置とを具備し、
　前記混合物が第１の固相と第１の液相とを有する、
システム。
【請求項２６】
　前記混合装置に流体連絡するミクロフィルターを具備し、
　前記ミクロフィルターが前記第１の固相と前記第１の液相とを分離する、請求項２５に
記載のシステム。
【請求項２７】
　船で新鮮なオキアミが前記混合装置に供給される、請求項２５または２６に記載のシス
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テム。
【請求項２８】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の組成物と薬学的担体とを含む、薬学的組成
物。
【請求項２９】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の組成物を含む栄養補助食品。
【請求項３０】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の組成物を含む動物飼料。
【請求項３１】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の組成物を含む食品。
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